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 僕は小学校に入学して今まで７年間、昆虫採集を続けてきました。１～４年生の間、

岡山県倉敷市に住んでいた僕は、自然史博物館の自然観察会に参加して昆虫採集や標

本づくりを学び、自由研究では採集した昆虫の中から特徴のある昆虫を選んで標本に

していました。５年生で千葉に引っ越してからも昆虫採集を続け、岡山と千葉に生息

する昆虫の違いや、カミキリムシについて研究しながら、６年間の自由研究を終える

ことができました。 

  

 今年も昆虫についての自由研究を続けるつもりで、テーマを考えながら昆虫採集を

するために近所の「おゆみ野の森」を歩いていると、木の幹に昆虫が止まっているの

を発見しました。近づいてみると黄色と黒のしま模様が見え、一瞬スズメバチかと思

い身構えましたが、よく観察してみるとスズメバチではない別の昆虫でした。しばら

く観察していると、その昆虫が飛んだので、網で捕まえましたが、その飛んでいる姿

は非常にスズメバチに似ていました。ケースに入れて、もう一度よく観察すると、ス

ズメバチによく似てはいますが羽が見えず、ハチではない甲虫だと思い、家に持ち帰

りました。さっそく図鑑で調べてみると、トラフカミキリであることがわかりました。

トラフカミキリは、飛んでいる姿はスズメバチによく似ていて僕もだまされかけまし

たが、実際は全然違います。調べてみると、毒を持つスズメバチに似せることで鳥な

どの敵から身を守っている、擬態している昆虫だとわかりました。そういえば、今ま

で採集したカミキリも黄色と黒のしま模様のものが多いことに気がつきました。僕は、

昆虫の「擬態」についてたいへん興味を持ち、昆虫採集を通して調べてみようと思い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

研究のきっかけとなった トラフカミキリ（おゆみ野の森） 

１．研究の動機 
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 擬態とは、昆虫やほかの生き物がその姿を風景に紛れさせたり、ほかの生き物に似

せたりすることで、自分が誰でどこにいるのかをわからなくさせるものです。「カムフ

ラージュ」と呼ばれることもあります。武器を持たない小さな昆虫が、敵から身を守

るために隠れたり、威かくしたりするのです。どの昆虫がどんなものに擬態するのか

をよく知ることで、効率よく採集することもできます。 

 

（１）カムフラージュ（隠ぺい擬態） 

敵に発見されにくいように、背景に体を溶け込ませるような色や模様に擬態します． 

     

①葉への擬態 → ヒオドシチョウ、クロコノマチョウなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒオドシチョウ、羽の表は鮮やかな色をしているが裏は地味 

羽を閉じていると、枯葉のようで見つけにくい。 

 

②枝への擬態 → ショウリョウバッタ、ナナフシなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エダナナフシ（茶色型）        ナナフシモドキ（緑色型） 

ナナフシの体は、枝のように細く、風が吹くと一緒に揺れます。 

 

２．昆虫の擬態 
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③幹への擬態 → ナガゴマフカミキリ、マダラアシゾウムシなど 

木の幹や樹皮によく似た色、模様のカミキリムシはたいへん多く見られます。姿を隠すため、 

幹や樹皮にぴたりと体をくっつけています。これらは夜行性のものが多く、昼間はじっと隠れて 

いて、夜になると動き出して餌を食べます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

ナガゴマフカミキリ、キマダラカミキリが樹皮に擬態しています。 

 

 

 

 

マダラアシゾウムシ、幹のコブのようにゴツゴツとしています。 

 

④糞への擬態 → オジロアシナガゾウムシ、ムシクソハムシなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

人から見るとパンダに似た    金色に輝くイチモンジカメノコハムシ 

オジロアシナガゾウムシ 

 

鳥の糞に擬態しています。グロテスクで臭そうですが、鳥は自分の糞は食べないだろうから、 

鳥がフンと間違えて近寄らないなら、究極のわざかもしれません。 

 

ムシクソハムシ → ケムシのフン 

かわいそうな名前です。わずか３ｍｍ！ 
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（２）毒を持つ昆虫への擬態 

     

 ハチは毒針を持つものが多く、ハチに多い黄色と黒の警戒色というものを身につけ

ることによって「毒をもっている」ということを主張することで敵から身を守ってい

ます。最大の天敵である鳥はだまされて驚いてしまうのです。僕もトラフカミキリに

はまんまとだまされました。 

 

①キイロスズメバチへの擬態     →  トラフカミキリなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キイロスズメバチ、猛毒！            トラフカミキリ、毒は持っていません。 

                       

②アシナガバチへの擬態 → ヨツスジトラカミキリ，タケトラカミキリなど  

 

 

 

 

 

 

 

 ※ベニボタルに似る 

 

アシナガバチ、毒を持っています。 

                  カミキリに毒は  

                      ない！ 
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③ベニボタルへの擬態 → ベニカミキリ，アカハネムシ，ベニコメツキなど 

 ベニホタルは自ら光ることはなく、体に毒素を含み、鮮やかな赤い色は「私を食べ

てはいけないよ」との警報信号でもあり、鳥などの天敵から嫌われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベニホタル 

 

 

             

 

 

 

 

ベニカミキリ        アカハネムシ        ベニコメツキ 

 

④テントウムシへの擬態 → ヤツボシハムシ、クロボシツツハムシなど 

ナナホシテントウは赤と黒の警戒色です。アルカロイドという黄色の苦くて臭みのあ

る毒を持っていて、鳥などの天敵から身を守っています。 

 

 

 

 

 

 

 ナナホシテントウ    足の関節から毒を出しています。 

 

 

 

ヤツボシハムシ  

ジュウシホシツツハムシ 
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（３）威嚇 アケビコノハの目玉模様 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

羽を閉じたアケビコノハ、枯葉にそっくり          羽を広げると、目玉が！ 

 

 

 

 

 

横から見たアケビコノハの幼虫、写真の右が幼虫の頭    上から見た幼虫は、ヘビそっくり 

 

アケビコノハの成虫は、羽を閉じると枯葉のようです。羽を広げると、黒い目玉模

様が現れます。これは、鳥から身を守るために、鳥の天敵ヘビの目に擬態して、相手

を威かくしているのです。幼虫のお尻にもヘビの目玉に似た模様があります。高度な

擬態テクニックを持っています。 
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（４）擬死   

外敵に出会うと死んだふりをして、捕食から逃れます。 

      オオクシヒゲコメツキ、ノコギリクワガタ、シロコブゾウムシ、 

・・驚くと脚を縮めて地上に落下します。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノコギリクワガタ♂、♀・・驚くと、バンザイをして死んだふり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この性質を利用して、クヌギやコナラの木をけって驚かせ、下に落ちてきたクワガタを捕ま

えようとしました。でも、地面に枯葉があったり草が生えていたりすると逃げ込んでしまい、

いくら探しても見つけられません。クワガタの勝利です。せっかくのクワガタが姿は見えたけ

どゲットできないくやしさを何度も味わいました。 

そこで、クヌギの木の下に大きな白色のレジャーマットを敷いて、父が木を蹴り、僕が死ん

だふりをして落ちてくるクワガタを待ちかまえる方法を考え、１本のクヌギから１０匹のミヤ

マクワガタ,ノコギリクワガタを捕まえることができました。今度は人間の勝利です。 

ただし、この方法はカブトムシにはあまり通用しません。特にカブトムシのオスは、木をけ

って驚かすと一目散に飛び立ってしまいます。昆虫の生態を良く知ることが上手に採集するコ

ツだと思います。 
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（１）《スイーピング》 

昆虫のいる場所を見つけるか、いそうな場所を定めて、網でさらいます。草むら、木の枝に狙い 

をつけて横に振り抜き、中に入った昆虫をゲットします。または、網で葉っぱを揺らして虫を落と 

します。高い木の枝をスイーピングすると珍しい昆虫が捕まります。また、クワガタのように死ん 

だふり（擬死）の上手な昆虫はぽとりと落ちるので、そっと素早く網を下から受けるようにして捕 

まえるのがテクニックのひとつです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君津市高宕山、標高３３０M 

 

 

             ８Mも伸びる網は、ゆっくり振ります。重いので、力がいります。 

３．昆虫採集方法 
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スイーピングで採集した昆虫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          オオゾウムシ 

                            ジョウカイボン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             トラフカミキリ 

       クワカミキリ 
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（２）《ライトトラップ》（灯火採集） 

夜行性の昆虫が灯りに集まってくる習性を利用し、飛んできたところをゲットする方法です。夜、 

白い布に光を当てると、たくさんの昆虫が集まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨城県常陸大宮市、御前山青少年旅行村のバンガロー 

自宅のテラス 

 

 

 

             

 

 

       

 

 

 

 

 

 

君津市 高宕山 怒田沢林道 
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組立中・・・ 

 

市原市 大福山展望台・標高２９５M（梅が瀬渓谷） 

 

 

 

 

 

                         白いシーツを張り、ライトを設置 

                         （昆虫が好む誘蛾灯と蛍光灯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月６日、虫が集まりやすい新月近くの晴れた日を 

選び、日没から 21時まで灯火採集を実施しました。 

コガネムシ、カブトムシ、クワガタ、カミキリ、 

コメツキムシ、ゾウムシ、セミ、蛾など、約 100匹の 

昆虫がシートに飛来しました。 
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集まってきた、代表的な昆虫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノコギリクワガタ 

ヒグラシ 

カブトムシ♀ 
ミヤマカミキリ 

クワカミキリ コフキコガネとオオコフキコガネ 

カブトムシ♂ 
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（３）《ホールトラップ》  

地面に、エサ入りの、落ちたら出られない罠をしかけ、入った昆虫をゲットする方法で

す。プラスチックコップにミンチとカルピスを入れて一晩待ちます。オサムシ，マイマイ

カブリなど地表性の甲虫を捕まえることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  関東地方に特徴的なアオオサムシ 

 

（４）《樹液採集》   

夕方、クヌギの木にバナナを焼酎に漬けて作った液体を塗って、ひたすら待つと・・・    

明け方にはこんなにたくさんの昆虫が集まってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝５時 千葉市若葉区坂月市民の森 （カブトムシ♂♀、オオクシヒゲコメツキ、ヨツボシケシキスイ） 
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（５）《ルッキング》 

虫を探しながら歩きます。昆虫の生態をよく知り、隠れていそうな樹木、枝から探し出

します。擬態の知識が役に立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クワの木の幹をかじるクワカミキリ（高宕山）    幹に擬態しているウバタマムシ（高宕山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メスを奪われないようしっかり守る 

ノコギリクワガタのオス（おゆみ野の森） 

 

自動販売機の灯りに飛んできたカブトムシ（養老渓谷） 
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４．標本作成手順 
①標本作成 

まず昆虫の腹の右上に針を刺す。 

ピンセット・針で脚や触角を整え、

2 週間ほど乾燥させる。 

②同定（名前調べ） 

昆虫図鑑、インターネットで名前を調べる。 

生息地、色、形、大きさ、模様などから名前

を判断する。 

③保管 

充分に乾燥した標本を標本箱に移す。 

状態を保つために乾燥剤と防虫剤を入

れ、冷暗所に保管する。 

④採集リスト作成 

採集した場所、日付をパソコンの

表に入力する。 
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５．昆虫採集７年間の軌跡 

１年目 

５年目 

４年目 ３年目 

２年目 

６年目 

７年目 
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昆虫が擬態をする目的は、敵から身を守るためです。常に四方八方を鳥などの敵に囲まれてい

る昆虫が、様々な工夫をして、必死に生きようとしている姿は素晴らしいと思います。そもそも、

よくぞここまで似たものだという昆虫の形態にも感心しました。例えば、アケビコノハは林道の

中に羽を閉じた状態でいられたら、おそらくほとんどの人間や鳥も見逃してしまうと思います。

ムシクソハムシも、よく目を凝らさなければ、糞以外の何にも見えません。僕はこのような昆虫

の知恵に驚くとともに、昆虫の多様性はなんて素晴らしいのだろうと今回の研究で改めて実感し

ました。 

 

擬態について、ナナフシやトノサマバッタバッタには緑色のタイプと茶色のタイプの両方が存

在していることは知っていましたが、今回の採集でショウリョウバッタについては、緑色と茶色

の混合した中間型のタイプがいることを発見しました。ショウリョウバッタの発生する季節は、

葉が枯れかける夏の終わりです。草むらには緑色の葉もあり、枯れかけた茶色の葉もあります。

したがって緑色のタイプも、茶色のタイプも、ある程度の擬態が可能です。しかし、仮に緑色の

タイプが茶色の枯草しかない場所に行ってしまうと、とても目立ってしまいます。それは茶色の

タイプの場合でも同じです。そこで、緑色と茶色、どちらも兼ね備えた色のタイプがいれば、そ

ういった時期に生き延びる確率が高くなるため、中間型のタイプが誕生したのではないかと僕は

推測しました。 

このような色の違いは、僕は最初、爬虫類のカメレオンのように、脱皮をするたびに、まわり

の色に合わせて変化しているのだと思っていました。今回、擬態について調べていくうちに、そ

うではないことがわかりました。バッタ類は、脱皮のたびに周囲の色に合わせて色を変えていく

ような複雑なしくみを持っているわけではなく、同じ親の卵から、緑のタイプと茶色のタイプが

同じ比率で生まれるそうです。たくさんの子どもを残すために、緑と茶色の体を半分ずつ残せば、

どれかは周囲の色に合って生き残るだろう、という方法を取っています。これは実験の結果であ

り、もし自然環境の中で確かめようとすると、とても大変なことだと思います。なぜなら、まず

鳥に食べられないようにしなければならないし、そのためには鳥の進入を防ぐ網が必要で、さら

にその中でバッタ類が生息するためのエサ（草）も絶えず与え続けなければならない等と、様々

な問題が生じるからです。 

 

今回の研究をしている最中に色々なことを発見しました。アケビコノハは、擬態とともに威嚇

のテクニックも兼ね備えていました。羽を閉じていると枯葉そのものですが、羽を開くと派手な

模様が出てきます。鳥にはこの模様が鳥の天敵、ヘビの目玉に見えるようです。擬態だけでなく、

「威嚇」も、擬態に匹敵するような自然の中で生き抜いていく知恵になるのではないかと思い、

興味を持ちました。調べてみると、カマキリなど威嚇という高等なテクニックを持った虫がいま

した。今後は、擬態の中でも特にこの「威嚇」のテクニックを持つ昆虫について、より詳しく調

べていきたいと思います。その為にも、夏だけでは採集できる昆虫が限られてしまうので、秋や

春の季節も昆虫採集を続けていく必要があると思いました。 

６．まとめ 
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今年は、高宕山，大福山など房総半島の山々、おゆみ野の周辺を中心に昆虫採集を続け、この

７年間で 12目
もく

（チョウ目、トンボ目、バッタ目、甲虫目など）７２２種類の昆虫を採集すること

ができました。     ・・・・『昆虫採集 リスト ２００７～２０１３（Ⅰ）、（Ⅱ）』参照 

 

岡山でお世話になった倉敷自然史博物館の先生が、「昆虫の生態、寄生植物をよく知ることが、

昆虫採集の一番の早道だよ」と、よくおっしゃっていました。擬態の仕組みを知ることは、昆虫採

集を効率よく行う為には、大変重要であり、今後も限られた時間の中で、より多くの昆虫の不思議

を発見していきたいと思います。 
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①『昆虫たちの擬態』         海野和男 著 

②『昆虫－大きくなれない擬態者たち』 大谷 剛 著 

③『昆虫擬態の観察日記』       海野和男 著 

④『日本のカミキリムシハンドブック』 鈴木 知之 著 

⑤ 小学館の図鑑 NEO 昆虫 

⑥ 山渓フィールドブックス６ 甲虫 

 

インターネットサイト 

⑦『昆虫エクスプローラ』 

⑧『カミキリ情報館』 

⑨『海野和男のデジタル昆虫記』 

 

 

 

  のマークの写真はインターネットより引用 

７．参考資料 
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